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第　 1　問

A =

(
−1 −
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3 −1

)
とし，正の整数 n について，

(
xn

yn

)
= An

(
1

0

)
とおく。つぎに，

a を実数とし，xy 平面上の点 (xn, yn) と点 (a, 0) との距離を dn とする。このとき，
dn+1 > dn がすべての正の整数 nに対して成り立つような，aの値の範囲を求めよ。
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第　 2　問

Aが 100円硬貨を 4枚，Bが 50円硬貨を 3枚投げ，硬貨の表が出た枚数の多い方を勝
ちとし，同じ枚数のときは引き分けとする。硬貨の表，裏の出る確率はすべて 1

2
である

ものとする。

(1) Aの勝つ確率，Bの勝つ確率，引き分けの確率を求めよ。

(2) もし，勝った方が相手の投げた硬貨を全部もらえるとしたら，Aと Bとどちらが
有利か。
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第　 3　問

2 つの放物線 y = 2x2 + 1 · · · · · · 1⃝ y = −x2 + c · · · · · · 2⃝ の共通接線の方程式を求め
よ。ただし，cは定数で，c < 1をみたすものとする。つぎに，共通接線と放物線 1⃝で囲
まれた部分の面積を S1，共通接線と放物線 2⃝ で囲まれた部分の面積を S2 としたとき，
S1

S2
の値を求めよ。
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第　 4　問

実数 α
(
ただし 0 ≦ α < π

2

)
と，空間の点 A(1, 1, 0)，B (1, −1, 0)，C(0, 0, 0)を

与えて，つぎの 4条件をみたす点 P (x, y, z)を考える。

（イ） z > 0

（ロ） 2点 P，Aを通る直線と，Aを通り z 軸と平行な直線のつくる角は π
4

（ハ） 2点 P，Bを通る直線と，Bを通り z 軸と平行な直線のつくる角は π
4

（ニ） 2点 P，Cを通る直線と，Cを通り z 軸と平行な直線のつくる角は α

このような点 Pの個数を求めよ。また，Pが 1個以上存在するとき，それぞれの場合
について，z の値を，αを用いて表せ。
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